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ば、好きな食べ物は？など右の質問票などを作っておく）。数人で順番にジェンガを崩さないように

木を取っていく。取った木の裏に書かれた番号に応じた質問に答えることで、遊びながら自分のこと

を周りに知ってもらうと同時に相手のことを知ることができる。(答えたくない質問の場合は答えなくても

良い）。崩れてしまったら、もう一度積み上げてやり直しても良いし、感想を聞いたり周りの人への質

問などをしたりする時間に移ってゲームを終わっても良い。 
⑦ロゴ（きくぞう案） 

おおきな耳とマイクでお話しを聴いてくれる 

 

 

２．サークル活動報告 

（１）サークル活動を通して感想や学んだこと     

 私は、サークル活動を通して、子どもの権利や立場を無意識的に軽く見ていたことに気づ

くことができたと思う。この活動に参加する前は、子どもが伝えにくいことや言いたいこと

を聞いてそれを子どもに代わって誰かに伝えることがアドボカシーの意味であり、大切な

ことだと思っていた。しかし、実際に活動されているアドボケイトの方や児童福祉の現場で

働いている方々の話を聞いて、子どもの意見を聞くことは子どもを一人の人として認めて

いることに繋がるということを学んだ。子どもの願いを叶えるためではなく、子どもの意見

を聞いてそれをどう反映していくのかが大人の役割であり、たとえ子どものためだと思っ

ても、子どもの意見なしに独断で決めてはいけないと思った。 

 サークル活動の中で１番印象に残っているのは、児童福祉審議委員と大分県内の児童養

護施設の子どもたちとの交流会である。交流会では、私は子どもたちに子どもの権利や児福

審のことについて知ってもらうためにサポーターとして参加した。最初は小学生には少し
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内容が難しくて楽しんでもらえないのではないかと不安を感じていたが、「楽しかった」や

「児福審について分かった」という子どもたちの声を聞くことができて嬉しかった。また、

サークルの学生と大学の先生方と協力して作った児福審の劇の映像もたくさんの人に褒め

ていただけて嬉しかった。来年はよりバージョンアップした続編の映像を作って、より多く

の子どもたちや大人に「子どもの権利」や「アドボケイト」について知ってほしいと思う。 

 

（２）子どもアドボカシーサークルの活動  

 児童養護施設等に配布するためのポスター（絵はがき）作り、サークルの新聞作り、児福

審の役割を紹介するビデオ作りなどに取り組んだ。ポスター作りでは、子どもアドボケイト

について理解しやすいように簡単な言葉で伝えることに注意した。また子どもの興味をひ

くために画用紙で仕掛けを作ったり折り紙で立体的な花を作ったりといった工夫もした。 

 新聞作りでは、新聞のコーナーごとにチームに分かれて文章や写真等を決めていった。私

は、児福審交流会に参加したこともあり、交流会を通して感じたことや学んだことについて

の記事を担当したが、改めて貴重な体験を振り返ることができ、自分の考えを整理する機会

になった。 

 ビデオ作りでは、サークルメンバーで配役や撮影係を決め、児福審や子どもアドボケイト、

ケースワーカーが子どもにどのように関わっていくのかを事例を用いて表現した。またこ

のビデオは、実際に児福審交流会で披露された。子どもたちに、自分の悩みを相談できる相

手がいるということが少しでも伝わっていると嬉しい。このビデオ作りでは、ほとんど先輩

方の指示を聞く形で、自分からできることを探して動くことができなかったので、またこの

ような活動をする際には、今回の経験を活かして自分から積極的に動いていきたい。 

 

（３）サークル活動を通して−感想や学んだこと− 

 大分大学に入学し、初めて加入したサークルがこの「子どもアドボカシーサークル」でし

た。前期間は、児童福祉審議会委員との交流会において、子どもたちにアドボケイトの活動

や役割などを知ってもらうための動画作りを行いました。実際の流れを基に、子どもの意見

表明の場やその過程を 1・2年生が中心に演じ、周囲のサポートも加わり編集を行いました。 

さらには、子どもたちにより分かりやすく楽しく知ってもらうため、サークルメンバーそれ

ぞれが記したアドボケイトの紹介カードを用いて大きな新聞を作成しました。どちらも、ア

ドボカシーやアドボケイトの知識のない子どもたちや初めて耳にする子どもたちに向けた

ものであるため、興味を惹きつけるための工夫を行うことに苦戦しました。 

 児童福祉審議会委員との交流会当日では、多くの子どもたちや実際に活動するアドボケ

イトの方が大学に訪問してくださいました。受付として子どもたちを迎えた際には、新聞の

目の前で立ち止まり真剣に見つめていた子どもの姿を見ることができました。また、全体会

が終了し動画を流した際には、集中して見てくれている子どもたちの様子から言葉では表

せないほどの達成感と嬉しさがこみ上げてきました。このような貴重な経験ができたこと
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に感謝の気持ちでいっぱいです。 

 後期間では、各施設に配布するアドボカシーやアドボケイトについてのカードや新聞作

りを行いました。1・2 年生で作成する記事の役割分担を行い、それぞれのグループで協力

し、最後はそれらをまとめるという作業内容でした。3月中には、別府市の施設一か所に訪

問し、作成した新聞を届ける予定です。 

 このように、この一年間のサークル活動では多くの経験によりたくさんのことを学び、感

じたことがありました。何より、子どもたちの現状を知ったり、自分の子どもの時を振り返

ったりすることができ、私自身がどのように行動していくべきなのかを考え直すきっかけ

にもなりました。そして、自分自身のアドボカシーやアドボケイトについての知識不足も痛

感したことから、今では「子どもアドボカシー基礎講座」を受講し、より理解し活用できる

方法を追求することに繋がっています。来年度も、このサークル活動を通じて多くのことを

学んでいきたいと強く考えます。 

 

（４）サークル活動を通して 

 私はアドボケイトサークルに前期しか参加することができませんでしたが、楽しく自由

に活動することができたと思います。特に印象に残っている活動は「児福審ってなぁに」の

動画制作をしたことです。メンバーで役割分担をして、役の練習をしたり折り紙で飾りを作

ったり楽しく活動することができました。また、動画を作成していく中で児童相談所のこと

や児童福祉審議会についても一緒に学ぶことができました。講義で学ぶだけではなく、サー

クル活動を通して学年を超えてサークルメンバーと一緒に楽しく学ぶことができて良かっ

たです。 

 また、サークル活動は学生主体で行う感じでしたが、先生方が活動の機会を下さり、全面

的にサポートをして下さったということもあり、他の機関と繋がって活動することができ

ました。実際に児童相談所においてもらうためのアドボケイトの説明カードの作成や、新聞

記事作成などをしました。メンバーそれぞれが子ども達に分りやすく伝えるために、また目

に入りやすいように工夫して作成に取り組むことができていたと思います。個人的にこの 2

つの活動にあまり参加することができなかったので、後悔がありますが新学期からまた活

動に積極的に参加していきたいと思います。 
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第７章 調査研究報告 

１．こどもアドボカシー活動に関するこどもへのアンケート調査について（2021 年度） 

４つの児童養護施設に訪問して、対象であるこどもにこどもアドボカシー活動につい

て説明をし、それに関するアンケート調査を実施した。 

下記の「子どもアドボカシー活動に関する子どもへのアンケート調査」の結果をみる

とわかるように、「『子どもアドボケイト』についての説明はわかりやすかったです

か？」という質問に対して、「わかった」と回答した子どもは、73.1％であった。 

「『児童福祉審議会』についての説明はわかりやすかったですか？」という質問に対

して、「わかった」と回答した子どもは、60.6％であった。 

「子どもアドボケイトの『アニメ動画』はわかりやすかったですか？」という質問に

対して、「わかった」と回答した子どもは、76.9％であった。 

「子どもアトボケイトに連絡する方法は分かりましたか？」という質問に対して、

「わかった」と回答した子どもは、70.2％であった。 

こどもアドボカシー活動に関する説明については、ある程度理解しているものの、他

の内容に比して児童福祉審議会についての説明はわかりづらいことを示唆する結果が出

ている。 

そのため、児童福祉審議会については、図や絵、あるいは動画を活用するなど創意工

夫を凝らしてわかりやすい説明をすることが必要である。 

「困った時、意見を言いたい時に『子どもアドボケイト』に連絡しようと思います

か？」という質問に対して、「思う」と回答した子どもは、46.2％であった。この結果

は、アドボケイトに対する信頼感ができていないことを示唆しており、活動を通して形

成することが必要である。 

「子どもアドボケイトの訪問回数はどれくらいがよいですか？」という質問に対し

て、最も多かった回答は、「必要な時」であり、47.1％であった。こうした結果を踏ま

えて、訪問のあり方についても検討する必要がある。 
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表７−１ 子どもアドボカシー活動に関する子どもへのアンケート調査   ｎ₌104 

 
                                 （相澤 仁） 
 

 

 

 

データの個数 / 質問1 わかった 少しわかったあまりわからない わからない
行ラベル 1 2 3 4 未記入 総計
高校生 20 4 0 0 24
小学生 33 9 2 0 44
中学生 20 5 0 0 25
幼児 3 2 5 1 11
総計 76（73.1） 20（19.2） 7（6.7） 1（1.0） 104（100.0）

データの個数 / 質問2 わかった 少しわかったあまりわからない わからない
行ラベル 1 2 3 4 未記入 総計
高校生 18 6 0 0 24
小学生 27 14 1 2 44
中学生 16 9 0 0 25
幼児 2 0 5 4 11
総計 63（60.6） 29（27.9） 6（5.8） 6（5.8） 104（100.0）

データの個数 / 質問3 わかった 少しわかったあまりわからない わからない
行ラベル 1 2 3 4 未記入 総計
高校生 21 3 0 0 24
小学生 37 5 1 1 44
中学生 19 5 0 0 1 25
幼児 3 0 6 2 11
総計 80（76.9） 13（12.5） 7（6.7） 3（2.9） 1 104（100.0）

データの個数 / 質問4 わかった 少しわかったあまりわからない わからない
行ラベル 1 2 3 4 未記入 総計
高校生 18 4 0 0 2 24
小学生 35 5 1 3 44
中学生 19 4 0 2 25
幼児 1 2 4 4 11
総計 73（70.2） 15（14.4） 5（4.8） 9（8.7） 2（1.9） 104（100.0）

データの個数 / 質問5 思う 少し思う あまり思わない 思わない
行ラベル 1 2 3 4 未記入 総計
高校生 11 9 2 0 2 24
小学生 21 16 3 4 44
中学生 13 6 3 3 25
幼児 3 1 4 3 11
総計 48（46.2） 32（30.8） 12（11.5） 10（9.7） 2（1.9） 104（100.0）

データの個数 / 質問6 1～2ヶ月 学期ごと 必要な時 来なくていい
行ラベル 1 2 3 4 未記入 総計
高校生 3 2 14 3 2 24
小学生 15 11 16 2 44
中学生 6 3 14 2 25
幼児 2 3 5 1 11
総計 26（25.0） 19（18.3） 49（47.1） 8（7.7） 2（1.9） 104（100.0）

質問1　「子どもアドボケイト」についての説明はわかりやすかったですか？

質問2　「児童福祉審議会」についての説明はわかりやすかったですか？

質問3　子どもアドボケイトの「アニメ動画」はわかりやすかったですか？

質問4　子どもアトボケイトに連絡する方法は分かりましたか？

質問5　困った時、意見を言いたい時に「子どもアドボケイト」に連絡しようと思いますか？

質問6　子どもアドボケイトの訪問回数はどれくらいがよいですか？
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２．児童養護施設の子どもと児童福祉審議会との交流会参加児童のアンケート調査 

【回答数：３６名（中学生６名・小学生 30 名）】  調査年月日：2022 年 11 月 23 日 
〇 今回のイベントは楽しめましたか？ 

 

図７－２－１ イベントを楽しめたか（中学生） 

 

図７－２－２ イベントを楽しめたか（小学生） 

〇 「児福審（じふくしん）ってなあに」の紹介動画はわかりやすかったですか。 

 
図７－２－３ 「児福審ってなあに」の紹介動画のわかりやすさ（中学生） 
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図７－２－４ 「児福審ってなあに」の紹介動画のわかりやすさ（小学生） 

〇 困ったとき、意見を言いたいときに「児福審」に話をしようと思いますか。 

 
図７－２－５ 「児福審」への意見表明（中学生） 

 
図７－２－６ 「児福審」への意見表明（小学生） 
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表７－２－１ 子どもからの意見・感想 

 
                           （吉田由美子・相澤 仁） 

 
３．こどもへのインタビューからみる活動のあり方について 

 一時保護所においてモデル的に実施した施設アドボカシー活動に対して、こどもからど

のような評価が得られているのかを明らかにするため、アドボケイトと面談したこどもを

対象にスーパーバイザー2 名によるインタビュー調査を実施した。ここでは、学会発表資料

に基づき、調査内容の概略を書いておく。なお、詳しくは本学部の紀要に論文を掲載してい

る。 

 ・調査期間は２０２１年３月～１１月 

・アドボケイトとの面談後にアンケート・インタビュー調査に協力してくれたこどもは、 

２８名（小学１年生から中学３年生で、性別は女性１７名、男性１１名） 

なお、インタビュー協力依頼及び実施は、アドボケイトとの個別面談を行ったこども

を対象に面談直後に、こども向けに作成した調査協力依頼文書を配布して説明し、了解

を得られたこどもに実施した。児童相談所所長の許可を得ている。また、大分大学大学

院福祉社会科学研究科研究倫理審査委員会の承認を得ている。 

6
その他（ご意見・ご感想
などありましたらご自由に
ご記入ください）

・アドボケイトとじふくしんのちがいがわかった(小）
・またきたいとおもった（小５）
・ほかのしせつの人とかかわったことがなかったけどかかわれたしゲームとかもできて良かった（小５）
・とても楽しかったです（小６）
・けんりがかいてあったスゴロクをして、いろいろなけんりがあることがわかった、とてもたのしかったです（小５）
・ゲームなどが楽しかったです。感想を言うのが緊張したけどがんばりました（小５）
・とても仲よくできたからたのしかったです（小６）
・ありがとうございました(^^)（小５）
・すごろくのなんでやねんカードがおもしろかった（小４）
・とてもたのしくできてよかったです（小４）
・児福審のことやアドボケイトについてわからなかったけど、これをきっかけにわかるようになったからうれしかったです（小６）
・サイコロがたのしかったです（小３）
・またして、いろいろなことをまなびやすかった。すごくたのしかった！（小６）
・おもしろかった！！（小３）
・「スゴロク」をしてみてルール説明をした後、皆さんがルールがわかっていて、ルールをちゃんと守れてくれたので、良かったなと思い
ます。今日は、楽しかったなと思いました（小６）
・スゴロク一番でよかった（小５）
・児福審について改めて知ることができました（中３）
・ない、楽しかった！！（中１）
・ない、楽しかった！！（中）
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 ・面談についての評価 

   とても良かった２４名（８５．７％） 

   まあまあ良かった４名（１４．３％） 

   あまり良くなかった０名（０．０％） 

   良くなかった   ０名（０．０％） 

 この結果は、「この活動システムや活動のあり方については概ね良い」とこどもが全体的

には肯定的に評価していることを示唆しているといえよう。したがってこの活動システム

や方法などを基本にしながらも、常にこどもの中心に据えた活動の質の向上を図ることが

重要である。 

 肯定的な評価をしているこどもからも、その活動における部分的なあり方について「良く

なかった点」を 4 名のこどもが、「今後のアドバイス」として意見を表明してくれたこども

が 6 名いた。こうした意見を大切にして、常に質の向上を図ることが必要である。 

 ここで、具体的なインタビューでの語りを紹介してみる。まず肯定的な語りについて触れ、

次に助言的・否定的な語りについて言及する。 

 
（１）肯定的な語り 

ア．アドボケイトの導入から傾聴の段階 

こどもは、アドボケイトの優しさや笑顔など人柄が良いと感じ、アドボケイトのク

イズや遊びなどの楽しい話や秘密保持の説明があったことで話しやすくなったと評価

していた。 

また、話しをすると「真剣に聴いてくれた。めちゃくちゃ嬉しかった。」「何より私

のその意見を尊重してくれた。」「嫌なことも遠慮なく話せるから、とてもいいと思い

ました。」「自分の気持ちわかってくれたから。」など、聴いてくれたことに対する肯

定的な評価を語っていたこどもが多かった。 

イ．意見を伝える段階 

表明したいことや伝えたいことを本人の気持ちを間違えないように「伝えること確

認書」に書くことによって言語化できたことを評価していた。こどもの意向が実現す

るように、不満が受け流されずに聴き、伝えたい人に伝えるといった「実行してくれ

た」ことを評価していた。 

ウ．利用による影響 

この点については、「最後…ありがとうございました。聴いてくれてこっちは、ぱ

ーっとなって明るくなれたから。うん、ちょっとなんか光が差したみたいな。暗闇

に。」といった語りなど、不安な気持ちから「明るくなった」「すっきりした」ことが

語られた。また、「自分で言えるようになったっていうか、先生にも言えるようにな

った。」など後日職員さんに自分で気持ちを言えるようになったことも語っていた。

セルフアドボカシーの形成に影響を与えることが示させていると評することができよ
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う。 

 

（２）助言的・否定的な語り 

インタビューでこどもが語った良くなかった内容は、「初めて会う人だから話しにくかっ

た。」という初対面での話しにくさや、「もっと時間があるといいと思った」など個々のニー

ズに合った面談時間や時間帯についてであった。また、「やっぱこう口で伝えるっていうの

が,やっぱその人の感情とか思いが結構こもってるから。その辺がまあ、うまく伝えられな

いかもしれないなみたいな。」という、別の児童相談所にいる児童福祉司に紙でのみ要望を

伝えるのでは本人の「感情」が伝わらないという内容であった。 

今後のアドバイスの内容としては、緊張するからアドボケイトは２名ではなく１名がい

い、人形などを使って話しやすくする工夫がほしい、児童福祉司を呼ぶときの説明が早口で

説明がわからなかったため、ゆっくり話してほしいとのことであった。自明のことではある

が、こども 1 人ひとりの状況などに応じた熟慮ある対応が求められていることが示唆され

た。 

以上のように、こどもたちはおおむね良い評価をしているものの、こどもたちの要望や提

案などを踏まえつつ、次年度にはさらに質の向上を図っていきたい。 

 
引用・参考文献：栄留里美, 相澤仁「一時保護所入所児童が語る「アドボケイト」の評価 ：

A 自治体のインタビュー調査の分析から」 大分大学福祉健康科学部紀要『福祉健康科学』

第３号, p1-16, 大分大学福祉健康科学部, 2023 

                                 （相澤 仁） 

 
４．児童相談所職員へのアンケート調査によるアドボカシー活動の影響について 

2022 年 6 月に大分県の児童相談所職員（45 名）を対象に、こどもアドボカシー活動開始

により「児童相談所業務などにおいて変化した面」と「職員自身の業務活動などに与えた影

響や効果」などについて自由記述によるアンケート調査を実施した。なお、分析においては、

児童相談所に勤務して 3か月未満の者（５名）のデータについては除外した。 

 

（１）児童相談所の業務活動において変化した面 

 分析の結果、「行動面の変化」「意識面の変化」「予測される変化」「課題」の４つに分類さ

れた。「行動面の変化」には「面接機会の増加」「自分の不十分さへの可視化」の２つの項目

が生成された。「意識面の変化」には「意見表明への意識の高まり」「権利擁護への意識の高

まり」の２つの項目が生成された。「予測される変化」には「こどもとの関係づくりへの貢

献」「アドボケイト参加による包含的な環境づくり」の２つの項目が生成された。「課題」に

は「自分の役割の認識」「支援者支援の必要性」の２つの項目が生成された。 

ア．行動面の変化 

（ア）面接機会の増加 
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  ・普段の保護者面談だけでは知ることができなかったことを児童から聞くことが 

できました。 

  ・担当児童と直接話す機会が増えた。 

（イ）自分の不十分さへの可視化 

  ・自分の説明で不十分だったところが可視化でき、むしろありがたいと思った。 

イ．意識面の変化 

（ア）意見表明への意識の高まり 

  ・児相全体がこどもの意思や気持ちを重要視するという風潮が以前よりも強くな 

りありがたいです。 

  ・こどもの意見を聴くということをみんなが念頭におくようになった。 

（イ）権利擁護への意識の高まり 

    ・こどもに丁寧な対応を行うことが浸透してきた。 

    ・こどもの権利擁護に対する意識が高まった。 

ウ．予測される変化 

（ア）こどもとの関係づくりへの貢献 

・こどもと児相の接触が増えるので関係構築につながるのでは。 

・まだ、実感はないが、こどもの声が児相にとどきやすくなる。逆に言えば、子ど 

もとの関わり、声がとどく関係性づくりが求められる。 

（イ）アドボケイト参加による包含的な環境づくり 

    ・こどもがたくさんの大人に見守ってもらえることの重要性やケア的効果に対す

る理解が深まる。 

    ・施設内での風通しがよくなりそうな点 

エ．課題 

（ア）自分の役割の認識 

・各職種の役割をきちんと理解しておかなければならないと思いました。 

（イ）支援者支援の必要性 

    ・批判的な意見表明があった際の支援者へのフォローの必要性 

 上記の結果から、児童相談所の業務活動において変化した面において、行動面では、こど

もと職員との面接機会の増加が示された。意識面では、意見表明や権利擁護の意識の高まり

について職員の回答は少なくなく、児童相談所の業務活動に影響を与えていることが示さ

れた。職員は、今後こどもとの関係づくりや包括的な環境づくりに機能していくであろうと

予測していることも示された。 

 

（２）職員自身の業務活動に与えた影響や効果 

職員自身の業務活動に与えた影響や効果についての結果、下記に示したように、「行動

面への影響・効果」「意識面への影響・効果」「課題」「その他」の４つに分類された。「行

動面への影響・効果」には「丁寧な説明」「関係性の深まり」の２つの項目が生成された。

「意識面への影響・効果」には「関係性の深まり」「意見表明への意識の高まり」「権利擁

護への意識の高まり」「尊重・傾聴の姿勢」の４つの項目が生成された。「課題」には「業
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務・時間とのすむ分け」「こどもとの関係性」「対象児童の範囲」の３つの項目が生成され

た。「その他」には「心理職に対する理解の深まり」「肯定的評価」の２つの項目が生成さ

れた。 

ア．行動面への影響・効果 

（ア）丁寧な説明 

  ・こどもの処遇などを説明する時、丁寧に説明するよう心がけている。 

  ・児童に疑問持たせる前に、ていねいな説明を心がけるようになった。 

（イ）関係性の深まり 

  ・児との関係づくり 

イ．意識面への影響・効果 

（ア）関係性の深まり 

  ・児童の悩みを聴くことができ、児童との関係性がよくなったように感じた。 

（イ）意見表明への意識の高まり 

  ・こどもの気持ちをきちんと聴いて、それをしっかり対応しようという意識が高ま 

った。 

    ・保護中、通所時の心理面接時に挙がったこどもからの意向や質問に可能な限り、

真摯に応えること。児相の立場、業務、今後の方針などきちんと言葉にして説明

する責任を果たすこと。をより意識するようになりました。 

（ウ）権利擁護への意識の高まり 

    ・自分自身の意識として、こどもの権利擁護について、より意識を向けてこどもに 

対応するようになったと感じる。 

    ・こどもの権利擁護の意識が高くなった。 

（エ）尊重・傾聴の姿勢 

・よりこどもの気持ちを尊重するようになったと思う。 

・こどもの声に耳に傾けることの大切さを改めて感じるようになった。 

ウ．課題 

（ア）業務・時間とのすむ分け 

・心理面接とアドボカシーの区別があいまいになる感じもあり、良い面もあれば、 

課題面もあるように思う。 

（イ）こどもとの関係性 

    ・意見表明された意向にそえず、「CW嫌い」と別のところで言われるようになり 

ました。 

（ウ）対象児童の範囲 

    ・意見表明できない「在宅児童」をどのように救えるか、考えていきたい。 

エ．その他 

（ア）心理職に対する理解の深まり 

    ・心理としてこどもの心情を伝えやすくなり、さらに理解してもらいやすくなりま 

した。感謝しています 
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（イ）肯定的評価 

    ・すばらしい取り組みだと思います。 

 

（１）と（２）の結果は、独立アドボカシー活動が、児童相談所という組織レベルと職員

自身という個人レベルにおいて、こどもへの丁寧な説明や傾聴、こどもの声を大切にした対

応という意識やこどもの権利擁護に対する意識などが高めるといった制度的アドボカシー

活動に影響を与えることを示唆している。 

ただし、回答者の中には「無回答」「特になし」「わからない」といった者が一定数いるこ

とから、すべての職員がこのような影響を受けているわけではないので、こうした影響や効

果が全体に波及していくようにしていくことが課題である。 

                                 （相澤 仁） 

 

５．大分県における子どもの権利擁護に係る実証モデル事業に関する調査報告 

―児童養護施設職員へのアンケート調査を通してー 

飯田法子, 相澤仁, 滝口真, 吉田由美子 

子どもアドボカシー研究第１号, p81-87, 子どもアドボカシー学会, 2023 

 
（１）研究の概略 

本研究は，大分県と大分大学権利擁護研究支援センターが共同で実施した子どもの権利

擁護に係る実証モデル事業について、事業説明を受けた時点の児童養護施設職員が制度を

どのように認識しているのかを明らかにし、改善すべき点を把握することを目的としたも

ので、2022 年度の子どもアドボカシー学会に掲載されたものである。ここでは論文を一部

抜粋・改変のうえ引用する。 

本研究は、2020 年度の本事業開始から 2021 年度の間に事業を実践した児童養護施設職員

(6 施設)に対して、当初の事業説明直後に無記名自由記述式のアンケート調査を行った結果

を質的に分析し考察したものである。アンケート内容は，本事業に対する「質問・疑問・要

望」および「感想など」であり、「質問・疑問・要望」については 6 施設から，「感想など」

については 5 施設から回収された。アンケート結果のうち，「質問・疑問・要望」の回答数

は《86》であった。また、「感想など」についての回答数は《122》で、そのうち有効回答は

《116》であった。＜中略＞ 

 

（２）総合考察 

ア．児童養護施設職員の「質問・疑問・要望」の結果から推察されること  

施設職員においては、子どもが職員に都合のよいようにアドボケイトを利用してしまう

のではないか、子どもの願いが叶えられない場合の子どもへの不安感への対応をどうする

のか、といった不安が職員に多く存在していることがわかった。また、これらの不安に対処

するために、アドボケイトと職員との連携が情報共有など必要なのではないかという意見
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も多く示され、その点では、独立アドボケイトの存在の意義が正しくは理解されていない点

が懸念された。このことから、職員に対しては、事前研修だけではなく定期的な研修を実施

し、職員が不安を感じている点を取りあげつつも、本活動の意義を伝え、不安への対処につ

いて、意見を出し合い、検討及び修正を加えるなどの実践を継続していく必要がある点が示

唆された。 

本調査は活動の実施前に行ったものであり、この時点では施設内での具体的なイメージ

が沸かないことや、システムを整えるにあたっての課題と考えられる点が多数あげられて

いた。このため、実施においては、施設に応じた具体的な取り組みへの提案が必要であると

考えられよう。 

イ．児童養護施設職員の「感想など」から推察されること 

全体的には、理解した、良い活動だ、大切だ、といった肯定的な評価が得られているもの

の、良いとは思うが職員の理解が必要だ、制度に意味がないなどの否定的な感想や意見も散

見されることを踏まえて、インフォームドコンセントを実施していくことが必要と考えら

れる。課題については、施設毎に事情が異なることが想定されるため、取り組みながら意見

を聴き、改善していくという臨機応変さや柔軟 性が必要となってくると考えられる。 

 
ウ．本研究の限界と今後の課題 

子どもの権利擁護に係る実証モデル事業を実施している自治体が少なく、大分県におけ

る子どもの権利擁護に係る実証モデル事業のみを対象にした研究成果であり、対象が限ら

れていたことは本研究の課題である。また、大分県内で事業説明が未だなされていない施設

については本調査も未実施であり、大分県内の児童養護施設の全てを踏まえた結果ではな

い点も本研究の限界と考えられる。 

 今回の結果からは、施設側からの意見を聴取しながら施設の現状に即した対応ができる

よう、さらに職員への研修を重ねていくことが必要である点が示唆された。それらを通して、

独立アドボケイトの活用により良い実践を展開できるよう、改善・推進・ 発展させ、職員

などによる制度的アドボカシー活動 などの充実・強化に結びつけていくことを目指す必要

がある。また、今回の調査を通して、改めて関係者からの評価・参画の重要性を再認識した。   

今後はモデル事業を実施している自治体を対象に加えて、子どもや関係者による評価に

関する量的調査・質的調査を実施して、より効果的な子どもアドボケイトの活動実践の在り

方について明らかにしていきたい。具体的には、子どもや関係者に対して、子どもアドボカ

シー活動に関するアンケート・インタビュー調査等を実施し、事後評価を得るとともに、要

望や改善点などについて意見を聴取することを考えている。それらを踏まえ、これまでアド

ボカシー活動に関わったアドボケイトやスーパーバイザー自身が自己評価を行い、明らか

になった反省点などを材料にして、今後取り組むべき課題や目標を立て、その達成を目指し

て真摯に向き合い努力し、今後の活動に活かしていかなければならないと考えている。 

                               （飯田 法子） 
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６．児童養護施設に入所しているこどもへのアドボカシー訪問活動についてのアンケート

調査（速報値） 
 
対象：大分県内の児童福祉施設９か所に在籍するこども 258 名 

調査期間：令和 5 年 11・12 月 

 

１．対象者の属性 

（１）性別 

 性別については、表１－１をみるとわかるように、女児３８．０％、男児４１．５％、その他１．２％、未

回答１９．４％であった。 

 
表 1-1 性別 

  

図 1-1 性別 

 
（２）現在の年齢 

表 1-2 現在の年齢

 

 

図 1-2 現在の年齢 
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（３）入所時の年齢 

表 1-3 入所時の年齢  

図 1-3 入所時の年齢 

 

２．アドボケイトの訪問活動について 

（１）あなたは、アドボケイトの説明をうけましたか。 

 アドボケイトの説明を受けたこどもは全体の７０．９％であった。受けていないこどもは、９．７％、わ

からないと回答したこどもは、１８．６％であった。 

表 2-1 

 

 

（２）あなたは、アドボケイトはどんな人か知っていますか。 

 アドボケイトはどんな人か知っているこどもは、「知っている」「少し知っている」を合わせると、全体

の６５．５％であった。「あまり知らない」「知らない」を合わせると３４．２％であった。約３分の２のこど

もがアドボケイトについて知っているということが示された。 
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表 2-2 

 

 

（３）あなたは、アドボケイトと何をしましたか。（複数回答） 

 話をしたこどもは、３１．３％、いっしょに相手に伝えたこどもは、６．３％、遊んだこどもは、２７．３％、何

もしていないこどもは、３５．２％であった。 

 

表 2-3 アドボケイトとの活動 

 

 

（４）あなたは、アドボケイトと話したり遊んだりしてどうかんじましたか。 

 「とてもよかった」「まあまあよかった」と回答したこどもは、全体の４９．２％であった。「あまりよくなかっ

た」「よくなかった」と回答したこどもは、５．４％であった。 

 

表 2-4 

 

 

（５）あなたは、アドボケイトと話しやすかったですか。 

 「話しやすかった」「まあまあ話しやすかった」と回答したこどもは、全体の４３．４％であった。「あまり話

しやすくなかった」「話しにくかった」と回答したこどもは、７．０％であった。 
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表 2-5 

 

 

（６）アドボケイトはあなたの話をていねいに聴いてもらいましたか。 

表 2-6 

 

 

（７）あなたは、アドボケイトにどのくらい会いに来てほしいと思いますか。 

 一番多かった回答は、「呼んだ時に来てくれればよい」の４３．４％、次いで「毎月１回」の１７．

４％、続いて「学期に１回」１３．６％であった。「来てほしくない」と回答したこどもは、１３．２％であっ

た。 

 

表 2-7 

 

 

（８）アドボケイトが来るようになって、あなたは職員の先生方に今までより話をしやすく

なりましたか。 

アドボケイトと話した・遊んだ・意見表明した経験のあるこども（活動あり群）と何も

しなかった（活動なし群）とを比較した表２—８—２をみるとわかるように、活動あり群が

「しやすくなった」「少ししやすくなった」に回答した割合は４７．８％であるのに対し
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て、活動なし群は１２．８％であり、活動あり群の方が職員に今までより話をしやすくな

った割合は明らかに高いことが示された。 

表 2-8—1 

 

表 2-8—2 

 

※ 活動あり：アドボケイトと話した・遊んだ・意見表明した経験のあるこども 

 

 

 

図 2—8—1 

 

（9）アドボケイトが来るようになって、職員の先生方は、今までよりもあなたの話を聴

くようになりましたか。 

アドボケイトと話した・遊んだ・意見表明した経験のあるこども（活動あり群）と何も

しなかった（活動なし群）とを比較した表２—９—２をみるとわかるように、活動あり群が

「聴くようになった」「少し聴くようになった」と回答した割合は５４．６％であるのに

対して、活動なし群は１３．７％であり、活動あり群の方が、職員が今までよりこどもの

話を聴くようになった割合が明らかに高いことが示された。 
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表 2-9-1 

 

表 2-9—2

 

※ 活動あり：アドボケイトと話した・遊んだ・意見表明した経験のあるこども 

 

 

図 2-9—1 

 

（10）アドボケイトが来て、ふれあうようになって、よかったところはありますか。 

 表 2－10－2 をみるとわかるように、活動あり群が、ふれあうようになってよかったと

ころが「ある」と回答した割合が５０．９％であるのに対して、活動なし群は２．５％で

あり、活動あり群の方が、アドボケイトが来てふれあうようになってよかったところがあ

る割合が明らかに高いことが示された。 

表 2-10-1 
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表 2-10-2 

 
 

（11）アドボケイトが来て、ふれあうようになって、よくないところはありますか。 

よくないところが「ある」と回答したこどもは、わずか１．６％であった。 

 

表 2-11 

 

 

（相澤 仁） 
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64 佐藤剛 2021  子どもの意見表明とファミ
リーソーシャルワーク 

児童養護 全国社会福祉
協議会・全国
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児童養護施設
協議会 

65 ⻘井美帆, 
奥野哲也 

2021  一時保護中の子どもの意見
表明権 

子どもの虹情
報研修センタ
ー紀要 

横浜博萌会子
どもの虹情報
研修センター 

66 田中洋 2021  学校の一⻫臨時休業要請に
見る法的課題 

スクール・コ
ンプライアン
ス研究 

日本スクー
ル・コンプラ
イアンス学会 

67 前橋信和 2021  子どものアドボカシーを考
える : 子どもの権利擁護に
関するワーキングチームを
通して 

権利擁護・虐
待防止 

全国社会福祉
協議会 

68 伊藤健治 2021  子どもの権利保障における
意見表明権の意義 

日本教育法学
会年報 

有斐閣 

69 竹内元 2021  実践記録にある子どもの意
見表明を聴く : 基調との対
話 

生活指導 全国生活指導
研究協議会 

70 福山文子 2021  書評 堀正嗣著『子どもの
心の声を聴く : 子どもアド
ボカシー入門』 

公教育計画研
究 : 公教育計
画学会年報 

公教育計画学
会 

71   2020  ブックレビュー 小野善郎,
藥師寺真編著 児童虐待対
応と「子どもの意見表明
権」 : 一時保護所での子ど
もの人権を保障する取り組
み 

子どもの虐待
とネグレク
ト  : 日本子ど
も虐待防止学
会学術雑誌 

日本子ども虐
待防止学会 

72 栄留里美 2020  児童養護施設における訪問
アドボカシー実践の評価研
究 : 子ども・施設職員への
インタビュー調査に基づく
考察 

子ども家庭福
祉学 

日本子ども家
庭福祉学会 

73 大谷美紀子 2020  「子どもの権利条約」浸透
に向けての日本の課題 

世界の児童と
⺟性 

資生堂社会福
祉事業財団 

74 高橋直紹 2020  「子どもの手続代理人」を
超えて「子どもの代理人」
へ : 子どもの最善の利益の
ために 

世界の児童と
⺟性 

資生堂社会福
祉事業財団 

75 都留和光 2020  「第 45 回資生堂児童福祉
海外研修」報告に代えて 
海外研修の意義とポーラン
ド「オンブズマン事務所」
について 

世界の児童と
⺟性 

資生堂社会福
祉事業財団 

76 小澤さおり 2020  「豊島区子どもの権利に関
する条例」とその取り組み 

世界の児童と
⺟性 

資生堂社会福
祉事業財団 
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77 山口亮子 2020  アメリカの CASA/GAL 制
度にみる子どものアドボカ
シー 

世界の児童と
⺟性 

資生堂社会福
祉事業財団 

78 ⻄野博之 2020  ありのままの自分でいい : 
子どもたちの心の声を聴き
続けるということ 

世界の児童と
⺟性 

資生堂社会福
祉事業財団 

79 吉田恒雄 2020  わが国における子どもの権
利と権利擁護をめぐって : 
立法等による対応の推移に
ついて 

世界の児童と
⺟性 

資生堂社会福
祉事業財団 

80 堀正嗣 2020  子どもアドボカシーとは 世界の児童と
⺟性 

資生堂社会福
祉事業財団 

81 石倉尚 2020  子どもの意見を聴くという
こと : 一時保護所に保護さ
れている子どもへの意見聴
取を通して 

世界の児童と
⺟性 

資生堂社会福
祉事業財団 

82 熊澤美香 2020  子どもの権利とこどもホス
ピス 

小児看護  へるす出版 

83 藥師寺真 2020  子どもの権利の実現に向け
た児童福祉実践活動 : 保護
される権利と参画する権利
の緊張関係の狭間で考えた
こと 

世界の児童と
⺟性 

資生堂社会福
祉事業財団 

84 栄留里美 2020  施設訪問アドボカシーの取
り組みについて 

世界の児童と
⺟性 

資生堂社会福
祉事業財団 

85 香坂ちひろ 2020  社会的養護に当事者参画
を : 子どもたちが「自分の
人生に自分がいない」と感
じなくて済むように 

世界の児童と
⺟性 

資生堂社会福
祉事業財団 

86 小野善郎 2020  児童福祉の根幹としての
「子どもの意見表明権」 

子育て支援と
心理臨床 

福村出版 

87 柴田恵理子 2020  講演記録 ニック・ミッジ
リー先生のご講演「子ども
のアドボケイト(権利擁護
者)としてのアンナ・フロイ
ト」への討論 

精神分析研究 日本精神分析
学会 

88 ニックミッ
ジリー, 野
川猛, 三上
謙一, 平野
直己 

2020  講演記録 子どものアドボ
ケイト(権利擁護者)として
のアンナ・フロイト 

精神分析研究 日本精神分析
学会 

89 澤田稔 2020  教育問題法律相談(No.551)
子どもの意見表明権の保
障 : 演劇部の場合 

週刊教育資料 教育公論社 
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90 二宮周平 2020  基調講演 子どもの意見表
明権と子どもへの情報提
供 : 尊厳と育ちへのサポー
ト 

離婚・再婚家
族と子ども研
究  

日本離婚・再
婚家族と子ど
も研究学会 

91   2020  「子どもの意見表明権と実
践」アンケートのまとめ 

家教連家庭科
研究 

家庭科教育研
究者連盟 

92 掛川亜季 2020  学校現場と子どもの意見表
明 

家教連家庭科
研究 

家庭科教育研
究者連盟 

93 澤田悦子 2020  子どもの権利条約を意識し
た 1 つの試み : 「意見表
明」の力大切に : 友と自分
の生活交流 

家教連家庭科
研究 

家庭科教育研
究者連盟 

94 海野りつ子 2020  小学校家庭科新教科書の特
徴 

家教連家庭科
研究 

家庭科教育研
究者連盟 

95 鈴木晴香 2020  小学校実践 子どもたちの
くらしから始まる家庭科の
授業 

家教連家庭科
研究 

家庭科教育研
究者連盟 

96 筧敏子 2020  中学校実践 子どもが学ん
だこと、考えたことを伝え
る場面をつくる試み 

家教連家庭科
研究 

家庭科教育研
究者連盟 

97 森下育代 2020  特別支援教育実践 輝く笑
顔と自信を育てる : 個別支
援学級からの発信 

家教連家庭科
研究 

家庭科教育研
究者連盟 

98 大⻄斎 2020  日本国憲法の改正手続に関
する法律 105 条の検討 

東京未来大学
研究紀要 

学校法人 三
幸学園 東京
未来大学 

99 正木遥香 2020  子どもの権利擁護に向けた
啓発講座の実践 : 2018 年
度大分大学公開講座「子ど
もアドボカシーって何だろ
う?」報告 

大分大学高等
教育開発セン
ター紀要 

大分大学高等
教育開発セン
ター 

100 昇慶一 2020  児童福祉審議会の現状と課
題について 

研究紀要 常磐会学園大
学 

101 栄留里美 2020  児童養護施設における訪問
アドボカシー試行実践の意
義と課題 : 子どもへのグル
ープインタビュー調査に基
づく考察 

九州社会福祉
学 

日本社会福祉
学会九州部会 

102 山岡祐衣 2020  子どものアドボケイトとし
ての小児科医 : 虐待予防に
向けた国内外の取り組み 

外来小児科  日本外来小児
科学会 

103 千葉直紀 2020  保育・教育現場における子
どもの人権 ： 子どもの意
見表明権に着目して 

紀要 上田女子短期
大学 

104 上森さくら 2020  「参加したい!」という声を
誘い出す楽しい活動を 

生活指導 全国生活指導
研究協議会 
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105 里中広美 2020  ぐちゃぐちゃが止まらない 生活指導 全国生活指導
研究協議会 

106 星野寛 2020  ただの公園じゃなくなった
気がする 

生活指導 全国生活指導
研究協議会 

107 森山良太 2020  みんなそのままでいいんだ
よ 

生活指導 全国生活指導
研究協議会 

108 安ウンギョ
ン 

2020  学校における子どもの意見
表明及び参加保障の課題 : 
生徒会を中心に 

工学院大学教
職課程学芸員
課程年報  

工学院大学教
職課程研究室 

109 大⻄健司 2020  子どもの意見表明権と最善
の利益原則との関係につい
ての一考察 : 医療上の子ど
もの決定権をめぐる英国判
例を契機に 

杏林社会科学
研究  

杏林大学社会
科学学会 

110 武内一, 佐
藤洋一, 徳
丸由紀子 

2020  子ども自身が語る子どもの
権利条約 : 和歌山と大阪で
の日本初の取り組み 

社会医学研
究  : 日本社会
医学会機関誌 

日本社会医学
会事務局 

111 藤井啓之 2020  実践報告の読み取り 意見
表明から社会制作へ 

生活指導 全国生活指導
研究協議会 

112 二見妙子 2020  書評 堀正嗣編、栄留里
美、久佐賀眞里、鳥海直
美、農野寛治『独立子ども
アドボカシーサービスの構
築に向けて』 

公教育計画研
究 : 公教育計
画学会年報 

公教育計画学
会 

113 高橋味央 2020  生活困難層の子どもを包摂
する教師の葛藤と対処戦
略 : 子どもアドボカシーと
しての教育実践 

人間教育と福
祉 

日本教育福祉
学会 

114 鵜飼雄介 2020  誰もが安心して生活できる
居場所づくり 

生活指導 全国生活指導
研究協議会 

115 吉葉研司 2019  「100 のことば」を奏で続
けることの大切さ : 「意見
表明権」保障から「子ども
の権利」を考える 

子どもの文化 文⺠教育協会
子どもの文化
研究所 

116 奥野哲也, 
石倉尚, 藥
師寺真, 佐
藤靖啓, 小
野善郎 

2019  大会企画シンポジウム 虐
待対応における子どもの意
見表明権 : 子どもの視点で
考える児童相談所と所内に
配置される弁護士,精神科医
のあるべき姿 

子どもの虐待
とネグレクト : 
日本子ども虐
待防止学会学
術雑誌 

日本子ども虐
待防止学会 

117 澤田稔 2019  教育問題法律相談(No.507)
子どもアドボケイトとは 

週刊教育資料  教育公論社 

118 二宮周平 2019  子どもの意見表明権と子ど
もへの情報提供 : 『子ども
のためのハンドブック 親

教育と医学 慶應義塾大学
出版会 
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の別居・親の離婚』につい
て 

119 石田かづ子 2019  子どもの声を聴く(第 3 回)
子どもの暴言・暴力を意見
表明につなぐ 

子どものしあ
わせ : ⺟と教
師を結ぶ雑誌 

福音館書店 

120 川瀬信一 2019  「新たな当事者」の登場と
これからの当事者参画 

子どもの虐待
とネグレクト : 
日本子ども虐
待防止学会学
術雑誌 

日本子ども虐
待防止学会 

121 栄留里美 2019  イギリスのアドボカシー制
度と国内における訪問アド
ボケイトの取り組み 

子どもの虐待
とネグレクト : 
日本子ども虐
待防止学会学
術雑誌 

日本子ども虐
待防止学会 

122 ⻑瀬正子, 
谷口由希子 

2019  社会的養護の当事者の
「声」 : 施設等退所後に困
難な状況にある当事者に焦
点をあてて 

子どもの虐待
とネグレクト : 
日本子ども虐
待防止学会学
術雑誌 

日本子ども虐
待防止学会 

123 アイデクー
ザ 

2019  当事者参画に力をそそぐ : 
子ども家庭福祉システムを
愛情に基づいたものに変革
するために 

子どもの虐待
とネグレクト : 
日本子ども虐
待防止学会学
術雑誌 

日本子ども虐
待防止学会 

124 中村みどり 2019  日本における社会的養護当
事者活動の 15 年と課題 : 
CVV の歩みから 

子どもの虐待
とネグレクト : 
日本子ども虐
待防止学会学
術雑誌 

日本子ども虐
待防止学会 

125 永野咲 2019  日本における当事者参画の
現状と課題 

子どもの虐待
とネグレクト : 
日本子ども虐
待防止学会学
術雑誌 

日本子ども虐
待防止学会 

126 大塚浮子 2019  子どもを主体とした学校ソ
ーシャルワーク理論の構
築 : パワー交互作用モデル
と子どもアドボカシー研究
の統合を目指して (豊田謙
二教授、橋本公雄教授退職
記念号) 

社会関係研究 熊本学園大学
社会関係学会
『社会関係研
究』編集委員
会 
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127 新島一彦 2019  児童福祉法改正、⺠法改正
および保育所保育指針、認
定こども園教育・保育要
領、幼稚園教育要領の改訂
から見る子どもの権利条約 
(子どもの力を伸ばす 子ど
もの権利条約 : アタッチメ
ント理論をベースに 12 条
「意見表明権」を問い直
す : 児童福祉法および⺠法
の改正並びに保育所保育指
針等の改正から見る権利条
約) 

教職研究 : 平
成国際大学教
職支援センタ
ー紀要 

平成国際大学
教職支援セン
ター 

128 大⻄健司 2019  子どもの意見表明権と大人
の応答義務 

津田塾大学紀
要  

津田塾大学全
学研修・紀要
委員会 

129 名尾利香 2019  離婚問題と子どもの意見表
明権 

桃山学院大学
社会学論集  

桃山学院大学
総合研究所 

130 木附千晶 2019  日本の子どもたちが国連で
意見表明 「一人ひとりに
きちんと向き合って!」と 

保育通信 全国私立保育
連盟 

131 辻舞 2019  発達障害と診断された子ど
もの"声"からみる支援者の
在り方に関する研究 : アド
ボケイト機能を用いた調査
より (2018 年度学生研究奨
励賞受賞論文要約) 

社会事業研究  日本社会事業
大学社会福祉
学会 

132 開田(⻘山)
有希 

2019  指定管理者の変更後の子ど
もからみた学童保育の現状
と課題 : 子どもの権利保障
の視点から 

学童保育 : 日
本学童保育学
会紀要 

日本学童保育
学会 

133 浅田明日香 2018  応答的な関係による意見表
明権の保障に関する一考
察 : 児童養護施設における
自立支援に焦点をあてて 

子ども家庭福
祉学 

日本子ども家
庭福祉学会 

134 鳥海直美 2018  すべての子どもに思いが聴
かれる経験を : 子どもアド
ボカシーのめざすもの 

はらっぱ : 子
どもの人権・
反差別・平和
を考える 

子ども情報研
究センター 

135 奥村仁美 2018  子どもの声を聴くこと、そ
して伝えること : 障害児施
設訪問アドボケイトに取り
組んで 

はらっぱ : 子
どもの人権・
反差別・平和
を考える 

子ども情報研
究センター 

136 栄留里美 2018  英国における独立子どもア
ドボカシーの実践方法に関
する研究 : 施設訪問アドボ

福祉社会科学 大分大学大学
院福祉社会科
学研究科 
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カシー実践者へのインタビ
ュー調査を通して 

137 新島一彦, 
木附千晶 

2018  子どもの力を伸ばす 子ど
もの権利条約 : アタッチメ
ント理論をベースに 12 条
「意見表明権」を問い直
す : 児童福祉法および⺠法
の改正から見る権利条約 

教職研究 : 平
成国際大学教
職支援センタ
ー紀要 

平成国際大学
教職支援セン
ター 

138 寺澤好之 2018  子どもの意見表明・参加に
基づく施策づくり 

子どもの権利
研究  

子どもの権利
条約総合研究
所 

139 浅田明日香 2018  子どもと保育者の相互的な
関係：泣き場面での意見表
明に着目して 

愛知県立大学
教育福祉学部
論集  

愛知県立大学
教育福祉学部 

140 岸部峻, 森
川和彦, 友
常雅子, 井
上信明 

2018  子どもの外傷予防に対する
小児医療従事者の意識 

日本小児科学
会雑誌 

日本小児科学
会 

141 江南健志, 
斎藤富由起 

2018  公園をなくしたことは子ど
もたちにとってどういう経
験だったか : 子どもの意見
表明権と『心の声』 

千里金蘭大学
紀要 

千里金蘭大学 

142 名尾利香 2017  子どもの権利条約と意見表
明権 

桃山学院大学
社会学論集 

桃山学院大学 

143 栄留里美 2017  イギリスの子どもアドボカ
シーの取り組みと日本への
導入可能性 

世界の児童と
⺟性 

資生堂社会福
祉事業財団 

144 阿比留久美 2017  子どもの文化を生み出す
「居場所」(第 6 回)子ども
の居場所を広げる大人のか
かわり : 子どもの意見表明
権と「わがまま」 

子どものしあ
わせ : ⺟と教
師を結ぶ雑誌 

福音館書店 

145 萩原佑亮 2017  特集巻頭言にかえて 「小
児救急」とは何か? 

救急医学 へるす出版 

146 佐藤寿哲 2017  医療分野における子どもの
自己決定権に関する文献レ
ビュー 

大阪総合保育
大学紀要  

大阪総合保育
大学 

147 古川知子 2017  非行問題と子どもアドボカ
シー : 学校教育における子
どもの人権尊重の観点から
(清水篤教授ご退任記念号) 

神⼾親和女子
大学児童教育
学研究 

神⼾親和女子
大学児童教育
学会 

148 飯田雅子 2017  札幌市下水道科学館リニュ
ーアルに子どもの視点を活
かす 

科学技術コミ
ュニケーショ
ン 

北海道大学 
高等教育推進
機構
（CoSTEP） 
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149 大塚美和子 2017  スクールソーシャルワーク
の実践展開(3)子どものアド
ボカシー 

ソーシャルワ
ーク研究 : 社
会福祉実践の
総合研究誌 

中央法規出版 

150 井上信明 2015  小児科医と子どもの外傷 小児科臨床 総合医学社 
151 井上健朗 2015  社会福祉の立場から医療と

教育の保障を考える 
小児看護  へるす出版 

152 子ども家庭
相談室 

2015  特集 子どもの意見表明を
いかに支えるか : ちよっと
待って、ちょっと待って!お
となの都合 

はらっぱ : 子
どもの人権・
反差別・平和
を考える 

子ども情報研
究センター 

153 石田暁 2015  高校生の意見表明 : 文化祭
「仰げば尊し」の取り組み
から 

ひろば : 京都
の教育 

京都教育セン
ター+「ひろ
ば・京都の教
育」刊行委員
会 

154 齋藤尚志 2015  学校統廃合における「子ど
もの意見の尊重」① 

夙川学院短期
大学研究紀要 

学校法人 夙
川学院 夙川
学院短期大学 

155 金子真理子 2015  子どもの「意見表明権」の
社会的意義 : 二つの教育実
践の分析をもとに 

子ども社会研
究  

日本子ども社
会学会 

156 栄留里美 2014  児童養護施設入所児童に対
する権利代弁機能の検討 

鹿児島国際大
学大学院学術
論集 

鹿児島国際大
学大学院 

157 堀井二実 2014  子どもの人権と保育教育(第
19 回)保育所・幼稚園にお
けるアドボカシー 

はらっぱ : 子
どもの人権・
反差別・平和
を考える 

子ども情報研
究センター 

158 栄留里美 2014  ソーシャルワーカーのアド
ボカシー機能の課題 : 子ど
もの『最善の利益』めぐる
イギリスの独立アドボケイ
トとの比較から 

九州社会福祉
学年報 

東洋大学社会
福祉学会九州
部会 

159 永渕泰一郎 2014  子どもの意見表明権をめぐ
る保育の課題 

はらっぱ : 子
どもの人権・
反差別・平和
を考える 

子ども情報研
究センター 

160 田中文子 2014  子どもの最善の利益と意見
表明権 : 子ども情報研究セ
ンターの取り組み 

社会福祉研究 鉄道弘済会社
会福祉第一部 

161 堀正嗣 2014  子どもアドボカシー入門 : 
子どもの声がおとなに届く
ために 

部落解放 解放出版社 
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162 中村朋子 2013  子どものしあわせづくり 
養護教諭の活動とアドボカ
シー : 子どもの権利を守る
ために 

心とからだの
健康 : 子ども
の生きる力を
育む 

健学社 

163 林浩康 2013  子どもの最善の利益に適っ
た児童福祉システムの再構
築 

世界の児童と
⺟性 

資生堂社会福
祉事業財団 

164 加藤芳明, 
山屋春恵 

2013  児童養護施設における子ど
もの権利擁護 : 神奈川県の
子ども人権審査委員会にお
けるシステムアドボカシー
の取り組みから 

世界の児童と
⺟性 

資生堂社会福
祉事業財団 

165 矢吹芳洋 2013  自治体における子どもの意
見表明及び参加保障の仕組
と課題 : 上越市子どもの権
利に関する条例を手掛かり
として 

専修大学人文
科学研究所月
報 

専修大学人文
科学研究所 

166 比嘉昌哉 2013  スクールソーシャルワーカ
ーのアドボカシー機能遂行
のプロセス : 子ども支援に
焦点を当てて 

沖縄国際大学
人間福祉研究 

沖縄国際大学
人間福祉学会 

167 鳥海直美 2013  学齢期の知的障害児への相
談支援モデルの開発 : 〈子
どもからはじめる個人将来
計画〉を用いた相談支援の
アクションリサーチ 

四天王寺大学
紀要 

四天王寺大学 

168 森本志磨子 2012  社会的養護におけるアドボ
ケイト制度の実現に向けて 

はらっぱ : 子
どもの人権・
反差別・平和
を考える 

子ども情報研
究センター 

169 烏海直美 2012  障害をもつ子どもの思いを
聴くということ : 「子ども
からはじめる個人将来計
画」の取り組みから 

はらっぱ : 子
どもの人権・
反差別・平和
を考える 

子ども情報研
究センター 

170 大森順子 2012  親が離婚するとき､子ども
の気持ちを聴くというシス
テムが必要 : 離婚時の子ど
もアドボケイトの役割 

はらっぱ : 子
どもの人権・
反差別・平和
を考える 

子ども情報研
究センター 

171 森田明美 2012  東洋大学教授 森田明美氏
に聞く(下)子どもに意見表
明の場を 

週刊教育資料  教育公論社 

172 森本直子 2012  子どもの権利条約からみた
改正臓器移植法の課題 : 意
見表明権を中心に 

ジュリスコン
サルタス 

関東学院大学
法学研究所 
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173 ジェーンダ
リンプル, 
ヒラリーホ
ーラン 

2012  イギリスの子どもアドボカ
シーから学ぶ 

はらっぱ : 子
どもの人権・
反差別・平和
を考える 

子ども情報研
究センター 

174 子ども情報
研究センタ
ー 

2012  イギリスの子どもアドボカ
シーと｢子ども家庭相談室｣ 

はらっぱ : 子
どもの人権・
反差別・平和
を考える 

子ども情報研
究センター 

175 山下早苗, 
神ノ川博, 
⻑澤芳 

2012  医師による病名病状説明が
子どもに行われる時の看護
師役割 

日本小児看護
学会誌 

一般社団法人 
日本小児看護
学会 

176 住友剛 2012  書評 堀正嗣編著、栄留里
美、河原畑優子、ジェー
ン・ダリンプル著『イギリ
スの子どもアドボカシー 
その政策と実践』 

公教育計画研
究 : 公教育計
画学会年報 

公教育計画学
会 

177 鈴木ゆみ 2011  スクールカウンセラーの多
文化カウンセリングコンピ
テンスの獲得に向けて：臨
床心理士養成課程の大学院
案内とシラバスの分析 

明治学院大学
大学院心理学
研究科心理学
専攻紀要  

明治学院大学
大学院文学研
究科心理学研
究科心理学専
攻 

178 新井麻美子, 
山田咲樹子 

2011  子どもの施設入所を巡る看
護師の倫理的葛藤につい
て : 医療チームによる関わ
りから学んだこと 

日本小児看護
学会誌 

一般社団法人 
日本小児看護
学会 

179 田中英高 2010  臓器移植に関わる法律 臓
器移植法 

Modern 
physician = 
モダンフィジ
シャン 

新興医学出版
社 

180 浦野東洋一 2010  「在日外国人の子どもの学
校教育」に関する一考察：
大阪地裁「平 18(ワ)1883
号」平成 20.9.26 判決を素
材に 

帝京大学文学
部教育学科紀
要 

帝京大学 

181 森田明彦, 
森田明美 

2010  研究チーム 子どもの貧困
問題への福祉的対応 子ど
もの意見表明権の実質的保
障のための条件：ワークシ
ョップ:国連子どもの権利委
員会に対する個人通報制度
を巡る課題を手がかりにし
て 

東洋大学人間
科学総合研究
所紀要 

東洋大学人間
科学総合研究
所 

182 渡邊充佳 2010  代弁を通じた子ども参加 : 
兵庫県川⻄市における子ど
もオンブズパーソン活動の
検討 

生活科学研究
誌 

『生活科学研
究誌』編集委
員会 
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183   2010  事業事例 子どもの意見表
明の支援と権利救済活動：
川⻄市 

子どもの権利
研究 

子どもの権利
条約総合研究
所 

184 中野綾美 2010  子どもの権利・家族の権利
を擁護する小児看護の役割 

小児看護 へるす出版 

185 柳澤靖明 2009  学校に「協働」という名の
和を!：子どもたちの
「今」、そして「未来」の
ために(第 8 回)子どもとと
もにつくる学校 子どもの
意見表明権の実現 

学校事務 学事出版 

186 川村麻衣子 2009  子どもの権利条約「意見表
明権」が教えてくれるもの 

高校のひろば 旬報社 

187 ⿊岩哲彦, 
掛川亜季, 
五嶋俊信 

2008  判例研究 いじめ被害を受
けた中学生の意見表明が裁
判上の和解手続きにおいて
なされた和解事例 

季刊教育法 エイデル研究
所 

188 針塚瑞樹 2008  子どもの「自己決定」に関
する一考察：子どもの意見
表明・参加の権利を中心に 

九州教育学会
研究紀要 

九州教育学会 

189 中川律 2007  判例研究 公立学校教員の
式典における意見表明：都
立養護学校絵つきブラウス
事件控訴審判決[東京高裁平
成 18.12.26 判決] 

季刊教育法 エイデル研究
所 

190 堀尾輝久 2007  乳幼児期における子どもの
権利の実践(まとめ) 「人
権」…「子どもの権利」、
そして、「意見表明権」を
どのように考えるか 

子どもの文化 文⺠教育協会
子どもの文化
研究所 

191 松井潔 2007  胎児期・新生児期・乳児期
の障害への支援 

脳と発達 THE 
JAPANESE 
SOCIETY OF 
CHILD 
NEUROLOG
Y 

192 家庭問題情
報センター 

2005  ファミリーカウンセラーの
窓から(70)子どもの意見表
明権について考える：面会
交流援助の経験から 

住⺠行政の窓 日本加除出版 

193 小川恭子 2005  父性的枠づけと⺟性的ケア
について 

世界の児童と
⺟性 

資生堂社会福
祉事業財団 

194 福田雅章 2005  あらためて「こどもの居場
所」を検証する：子どもの
意見表明権こそは、人間関

月刊社会教育 旬報社 
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係を形成し、居場所を実現
する権利である 

195 伊藤香代 2005  子どもと意見表明・参加 
たじみ子ども会議：子ども
スタッフの子どもたち 

子どもの権利
研究 

子どもの権利
条約総合研究
所 

196 山本克彦 2005  子どもと意見表明・参加 
子どもの意見表明・参加と
子ども支援 

子どもの権利
研究 

子どもの権利
条約総合研究
所 

197 土屋和彦 2005  子ども施策と子ども計画 
子どもの意見表明・参加の
行動計画づくり 

子どもの権利
研究 

子どもの権利
条約総合研究
所 

198 多久和祥司 2004  子どもの意見表明を生かし
たイラク戦争学習：紙上討
論「しゃべり場」が生んだ
戦争の争点 

教育 旬報社 

199 松本千秋 2004  私たちの意見表明 国立、
届ける会、そして今の私 

月刊社会教育 旬報社 

200 守屋志歩 2004  私たちの意見表明 命を助
けられた学校 

月刊社会教育 旬報社 

201 市川和彦 2004  活動報告 軽度知的障害者
とのワークショップの取り
組みから：施設内虐待に対
する子どもたちによるセル
フ・アドボカシーの可能性 

子どもの虐待
とネグレク
ト  : 日本子ど
も虐待防止学
会学術雑誌 

日本子ども虐
待防止学会 

202 爾,寛明 2004  子ども参加・参画型保育に
おける「話し合い活動」の
充実に関しての一考察 ： 
子どもの権利条約における
意見表明能力の育成におけ
る話し合い活動の取り組み
方について 

佛教大學大學
院紀要 

佛教大学大学
院 

203 LotharKrap
pmann, 堀
尾輝久 

2004  対談 「子どものために」
ではなく「子どもの視点か
ら」：子どもの最善の利益
と意見表明権をとらえなお
す 

クレスコ 大月書店 

204 喜多明人 2004  子どもの意見表明・参加の
権利をめぐる現代的課題 

教育評論 アドバンテー
ジサーバー 

205 浦野東洋一 2004  「開かれた学校づくり」の
フイールド・ワーク 

立命館高等教
育研究  

立命館大学大
学教育開発・
支援センター 

206 大日方真史 2004  学校文化の特性と子ども参
加の追求：学校参加研究の
課題を探る 

子どもの権利
研究  

子どもの権利
条約総合研究
所 
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207 和田真也 2004  現代の学校と子どもの意見
表明・参加の権利 

子どもの権利
研究  

子どもの権利
条約総合研究
所 

208 荒牧重人 2004  子どもの意見表明・参加の
権利論の展開と課題 

子どもの権利
研究  

子どもの権利
条約総合研究
所 

209 二宮周平 2004  子どもの意見表明権と家
族・福祉法制 

子どもの権利
研究  

子どもの権利
条約総合研究
所 

210 子どもの権
利条約総合
研究所 

2004  子どもの権利条約批准 10
周年記念 特集 子どもの意
見表明・参加の権利 

子どもの権利
研究  

子どもの権利
条約総合研究
所 

211 山田由紀子 2004  修復的司法と少年の意見表
明 

子どもの権利
研究  

子どもの権利
条約総合研究
所 

212 川村百合 2004  少年の意見表明権の保障と
付添人活動 

子どもの権利
研究  

子どもの権利
条約総合研究
所 

213 子どもの権
利条約総合
研究所 

2004  少年司法における「対
話」：意見表明権との関連
で 

子どもの権利
研究  

子どもの権利
条約総合研究
所 

214 田中文子, 
山下裕子 

2004  地域・NPO と子どもの意見
表明・参加の権利：意見表
明・参加権と「聴く」とい
うこと 

子どもの権利
研究  

子どもの権利
条約総合研究
所 

215 寺尾絢彦 2004  調査官をめぐる課題：郡山
少年事件が提起するもの 

子どもの権利
研究  

子どもの権利
条約総合研究
所 

216 加藤鉄三郎 2004  子どもの権利条約「意見表
明権」における権利行使の
促進に関する考察 

神学と人文 : 
大阪キリスト
教短期大学紀
要 

大阪キリスト
教短期大学 

217 世取山洋介 2003  子どもの意見表明権の
Vygotsky 心理学に基づく存
在論的正当化とその法的含
意 

法政理論 新潟大学法学
会 

218 進藤敬子 2003  これ以上封じ込めないで 
子どもの「意見表明権」 

人権と教育 : 
障害児と親と
教師をむすぶ 

障害者の教育
権を実現する
会 

219 赤坂正浩 2002  入門講座 ファーストステ
ップ憲法(7)必要なのは子ど
も扱い?大人扱い?：子ども
の人権 

法学教室 有斐閣 

220 大和田叙奈 2002  児童福祉法と子どもの権
利：意見表明権を保障する
視点から 

司法福祉学研
究 

日本司法福祉
学会 
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221 福田雅章 2001  子どもの権利の本質とはな
にか：自己決定権と意見表
明権のはさまで 

子どものしあ
わせ : ⺟と教
師を結ぶ雑誌 

福音館書店 

222 荒牧重人 2001  提言 1 子どもの意見表明・
参加 

学校運営 全国公立学校
教頭会 

223 藤井佐知子 2001  提言 2 学校は「社会化」の
場：子どもの参加・意見表
明を支える知的基盤の形成
を 

学校運営 全国公立学校
教頭会 

224 小宮山健治 2001  提言 3 川崎市子どもの権利
条約の概要 

学校運営 全国公立学校
教頭会 

225 柴田⻑生 2001  提言 4 意見表明の尊重は、
まず聞くことから：開かれ
た関係性をめざして 

学校運営 全国公立学校
教頭会 

226 岡林保幸 2001  提言 5 子どもの意見の尊重
と開かれた学校づくり推進
委員会 

学校運営 全国公立学校
教頭会 

227 全国公立学
校教頭会 

2001  特集 子どもの参加と意見
表明 

学校運営 全国公立学校
教頭会 

228 山田雅太 2001  ポートフォリオ 川崎市子
ども権利条例子ども委員
会：権利条例づくりに子ど
もの立場から意見表明を行
う 

子どもの文化 文⺠教育協会
子どもの文化
研究所 

229 石田文三 2000  新しい子ども観 子ども家庭福
祉情報 

恩賜財団⺟子
愛育会 

230 田丸,敏高, 
井⼾垣,直
美, 志満津,
陽子 

2000  子どもの秘密と自我の発達:
権利主張としての意見表明
の分析を通じて 

鳥取大学教育
地域科学部紀
要. 教育・人文
科学 

鳥取大学教育
地域科学部 

231 小笠原彩子 2000  分科会報告 児童相談所を
中心とする救済制度の課題
と方向性 

子どもの虐待
とネグレクト : 
日本子ども虐
待防止学会学
術雑誌 

日本子ども虐
待防止学会 

232 田丸敏高 2000  子どもの権利と教育の課
題 : 意見表明権の発達心理
学的検討を通じて 

鳥取大学教育
地域科学部教
育実践研究指
導センター研
究年報 

鳥取大学教育
地域科学部附
属教育実践研
究指導センタ
ー 

233 中川明 1999  子どもの意見表明権と表現
の自由に関する一考察：い
わゆる「ゲルニカ訴訟」の
『意見書』から 

北大法学論集 北海道大学法
学部 
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234 許斐有 1999  児童福祉領域における子ど
もの権利擁護の課題：カナ
ダのアドボカシーシステム
を手がかりとして 

子ども情報研
究センター研
究紀要 

子ども情報研
究センター 

235 許斐有 1999  カナダ・オンタリオ州のア
ドボカシー機関 

世界の児童と
⺟性 

資生堂社会福
祉事業財団 

236 津崎哲雄 1999  英国における児童福祉施設
監査制度と子どもの意見表
明 

社会学部論集  佛教大学社会
学部 

237 岩堂美智子 1998  カナダに学んだ「アドボカ
シー」と「ピアレンティン
グ」 

女性ライフサ
イクル研究  

女性ライフサ
イクル研究所 

238 渋井哲也 1998  シリーズ子どもを考える 
世界の先駆けとなった日本
の子どもの意見表明 

金曜日 金曜日 

239 金井塚康弘 1998  「子どもの権利条約」って
なんですか?：子どもから
の意見表明 

消費者情報 関⻄消費者協
会 

240 堀正嗣 1998  障害者運動におけるアドボ
カシーと子どもアドボカシ
ー 

子ども情報研
究センター研
究紀要 

子ども情報研
究センター 

241 二宮周平 1998  家族法と子どもの意見表明
権：子どもの権利条約の視
点から 

立命館法學  立命館大学法
学会 

242 城⼾金蔵 1997  「児童の権利に関する条
約」ウォッチング(7)子ども
も参画できる社会の実現を
めざして：「みやぎ子ども
議会」の開催と子どもの意
見表明権の行使について 

世界の児童と
⺟性 

資生堂社会福
祉事業財団 

243 植田一夫 1997  自分の存在を実感できる学
校に：子どもの意見表明権
を軸にすえて 

教育 旬報社 

244 吉松正秀 1996  沖縄学習のなかでの子ども
の意見表明：「総合学習・
沖縄より」 

教育 旬報社 

245   1996  検証 7 「意見表明の権利」
から見て 

子どものしあ
わせ : ⺟と教
師を結ぶ雑誌 

福音館書店 

246 小宮山健治 1996  川崎市における子どもの意
見表明：「川崎子ども議
会」のとりくみから 

子どものしあ
わせ : ⺟と教
師を結ぶ雑誌 

福音館書店 

247 東京都生活
文化局女性
⻘少年部⻘
少年課 

1996  東京都における⻘年の意見
表明制度 

子どものしあ
わせ : ⺟と教
師を結ぶ雑誌 

福音館書店 
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248 米沢広一 1995  「意見表明権」(12 条)の検
討 

自由と正義 日本弁護士連
合会 

249 三笠市幌内
中分会 

1994  学校現場における「意見表
明権」：校則に対するおと
なの意見・子どもの意見：
北海道 

教育評論 アドバンテー
ジサーバー 

250 ⻑谷川真人 1994  「子どもの意見表明権と施
設養護改革」論に対する意
見：〔「社会福祉研究」〕
第 57 号「津崎論文」を読
んで 

社会福祉研究  鉄道弘済会社
会福祉第一部 

251 鈴木隆史 1994  子どもの権利条約における
「子どもの権利行使主体
性」の意味：子どもの意見
表明権の 2 様性について 

児童⻘年精神
医学とその近
接領域 : 日本
児童⻘年精神
医学会誌 

日本児童⻘年
精神医学会 

252 鈴木隆史 1994  子どもの権利条約における
「意見表明権」（総論）ー
親権体系への受容について
ー 

早稲田法学 早稲田大学法
学会 

253 桜井智恵子, 
堀真一郎 

1994  子どもの権利条約における
意見表明権とその具体化の
原則 : 子どもの自由を保障
する視点から 

大阪市立大学
生活科学部紀
要 

大阪市立大学
生活科学部 

254 津崎哲雄 1993  子どもの意見表明権と施設
養護改革 

社会福祉研究  鉄道弘済会社
会福祉第一部 

255 ⻑畑正道 1993  子どものアドボカシーと小
児神経科医 

脳と発達 THE 
JAPANESE 
SOCIETY OF 
CHILD 
NEUROLOG
Y 

256 世取山洋介 1992  こどもの権利条約をめぐる
議論の状況：意見表明権お
よび市⺠的自由の意義付け
を中心にして 

法の科学 : ⺠
主主義科学者
協会法律部会
機関誌 

日本評論社 

257 島ノ江一彦 1991 高校生が意見表明権に期待
すること 

季刊教育法 エイデル研究
所 

258 大田尭 1991 子どもに最善の利益を与え
る大人の役目 

季刊教育法 エイデル研究
所 

259 下村哲夫 1991 子どもの意見表明権と学校 季刊教育法 エイデル研究
所 

260 喜多明人 1991 子どもの意見表面権と親・
教師への期待 

季刊教育法 エイデル研究
所 
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261 名古屋大学
教育法研究
会 

1991 子どもの権利に関する条約 季刊教育法 エイデル研究
所 

262 野田晋 1991  中学生と子どもの意見表明
権 

季刊教育法 エイデル研究
所 

263 喜多明人 1990  学校生活と「子どもの権利
条約」：子どもの意見表明
権を考える 

教育評論 アドバンテー
ジサーバー 

264 世取山洋介 1990  報告 人権の国際的保障と
子ども：子どもの精神的自
由および意見表明権の承認
の意義について 

日本教育法学
会年報 

有斐閣 

 
 
２．本・書籍 

no. 著者名 出版年 図書/タイトル 出版社等 
1 畑千鶴乃, 菊池

幸工, 藤野謙一 
2023 子どもアドボカシー : つながり・声・リ

ソースをつくるインケアユースの物語 
明石書店 

2 井上登生, 河野
洋子, 相澤仁 

2022 おおいたの子ども家庭福祉：子育て満足
度日本一をめざして 

明石書店 

3 栄留里美, 鳥海
直美, 堀正嗣, 吉
池毅志 

2022 施設訪問アドボカシーの理論と実餞~児
童養護施設・障害児施設・障害者施設に
おげるアクションリサーチ~ 

明石書店 

4 永野咲 2021 「語れないこと/語らされること/語るこ
と一社会的養護のもとで育った若者たち
の声」村上靖彦編著『すき間の子ども、
すき間の支援ー一人ひとリの「語り」と
経験の可視化』 

明石書店 

5 栄留里美, 鳥海
直美, 堀正嗣, 吉
池毅志 

2021 アドポカシーってなに? ~施設訪問アド
ボカシーの はじめかた~ 

解放出版社 

6 栄留里美, ⻑瀬
正子, 永野咲 

2021 子どもアドボカシーと当事者参画のモヤ
モヤとこれから : 子どもの「声」を大切
にする社会ってどんなこと? 

明石書店 

7 堀正嗣 2020 子どもの心の声を聴く : 子どもアドボカ
シー入門 

岩波ブック
レット 

8 堀正嗣 2020 子どもアドボケイト養成講座 : 子どもの
声を聴き権利を守るために 

明石書店 
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9 小野善郎, 藥師
寺真, 佐藤靖啓, 
奥野哲也, 土方
彬弘, 中濱孔貴, 
石倉尚, ⻘井美
帆 

2019 児童虐待対応と「子どもの意見表明
権」 : 一時保護所での子どもの人権を保
障する取り組み 

明石書店 

10 相澤仁, 林浩康
編著 

2019 社会的養護Ⅰ 中央法規出
版 

11 相澤仁, 村井美
紀, 大竹智編 

2019 社会的養護Ⅱ 中央法規出
版 

12 
塚本智宏 2019 コルチャックと「子どもの権利」の源流 

子どもの未
来社 

13 畑千鶴乃, 大谷
由紀子, 菊池幸
工 

2018 子どもの権利最前線カナダ・オンタリオ
州の挑戦 : 子どもの声を聴くコミュニテ
ィハブとアドボカシー事務所 

かもがわ出
版 

14 堀正嗣, 栄留里
美, 久佐賀眞里, 
鳥海直美, 農野
寛治 

2018 独立子どもアドボカシーサービスの構築
に向けて : 児童養護施設と障害児施設の
子どもと職員へのインタビュー調査から 

解放出版社 

15 公益社団法人子
ども情報研究セ
ンター 

2018 「都道府県」児童福祉審議会を活用し 
た子どもの権利養護の仕祖み」調査研究
報告書 

平成 29 年
度子ども・
子育て支援 
推進調査研
究事業報告
書 

16 
塚本智宏 2018 

“子どもに”ではなく“子どもと”―コルチ
ャック先生の子育て・教育メッセージ 

かりん舎 

17 栄留里美 2015 社会的養護児童のアドボカシー意見表明
権の保障を目指して 

明石書店 

18 International 
Forster Care 
Alliance 

2015 ストラテジック・シェアリング Strategic 
Sharing 

International 
Forster Care 
Alliance 講
義テキスト 

19 堀正嗣, 公益社
団法人子ども情

2013 子どもアドボカシー実践講座 : 福祉・教
育・司法の場で子どもの声を支援するた
めに 

解放出版社 
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報研究センター
編著 

20 相澤仁, 松原康
雄編著 

2013 子どもの権利擁護と里親家庭・施設づく
り 

明石書店 

21 堀正嗣, 栄留里
美, 河原畑優子, 
DalrympleJane 

2011 イギリスの子どもアドボカシー : その政
策と実践 

明石書店 

22 堀正嗣, 栄留里
美 

2009 子どもソーシャルワークとアドボカシー
実践 

明石書店 

23 奥田睦子編著 2009 ヒア・パイ・ライト(子どもの意見を聴
く)の理念と手法：若者の自立支援と社 
会参画を進めるイギリスの取り組み 

萌文社 

24 宮地尚子 2007 環状島＝トラウマの地政学 みすず書房 
25 世取山洋介 2006 子どもの意見表明権の発達思想的基礎付

けとその法哲学的および法解釈学的意味 
科学研究費
補助金(基盤
B)報告書 

26 二宮周平 2005 子どもの権利主体性を前提とした子ども
の意見表明権を家族法の中でいかに定着
させるか 

二宮周平 

27 子どもの権利条
約総合研究所 

2004 特集・子どもの意見表明・参加の権利 日本評論社 

28 
塚本智宏 2004 

コルチャック 子どもの権利の尊重―子
どもはすでに人間である 

子どもの未
来社 

29 厚生労働省雇用
均等・児童家庭
局家庭福祉課監
修 

2002 子どもの権利を擁護するために：児童福
祉施設で子どもとかかわるあなたへ 

日本児童福
祉協会 

30 子どもの権利条
約をすすめる会 

1996 ぼくのわたしの意見表明 : 7689 人から
親・学校・社会へ 

こうち書房,
桐書房  

31 FletcherBarbara, 
津崎哲雄, 千葉
茂明 

1995 こどもの声 : 里親家庭・居住施設で暮す
こどもの意見表明 

英国 SW 研
究会, 子ども
の声研究会 

32 Otto Friedrich 
Bollnow (森昭・
岡田渥美訳) 

1969 教育を支えるもの 黎明書房 
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３．WEB 
no. 著者名 掲載年 タイトル URL 

１ NPO 法人全国子
どもアドボカシ
ー協議会 

2023 こどもアドボカシー活動の手引き
（案） 

https://drive.google.com
/file/d/1nV-
p4DcoKqhW5MdqfsIfq7
NTGq1JYcGI/view?usp
=sharing 

2 こども家庭庁 2023 こども基本法（令和５年４月１日施
行） 

https://www.cfa.go.jp/
policies/kodomo-kihon 

3 子どもの権利条
約総合研究所 

2023 子どもの権利条例等を制定する自治
体一覧（2023 年 5 月現在） 

https://npocrc.org/data
/#2 

4 みずほリサーチ
&テクノロジー
ズ株式会社 

2023 「権利擁護スタートアップマニュア
ル作成に関する調査研究報告書」令
和 4 年度厚生労働省委託事業 

https://www.cfa.go.jp/
assets/contents/node/
basic_page/field_ref_re
sources/7bbba95c-
5cbf-4767-af55-
67acd3408fc5/36a5101
a/policies_jidougyakuta
i_Revised-Child-
Welfare-
ActResearch_01.pdf 

5 みずほリサーチ
&テクノロジー
ズ株式会社 

2023 障害児入所施設及び障害児通所支援
事業所を利用する障害のある子ども
の権利擁護の在り方に関する調査研
究報告書 

https://www.mhlw.go.j
p/content/12200000/00
1113514.pdf 

6 三菱 UFJ リサー
チ&コンサルテ
ィング 

2023 「アドボケイト(意見・意向表明支
援)における研修プログラム策定及
び好事例収集のための調査研究報告
書」令和 4 年度子ども・子育て支
援推進調査研究事業 

https://www.murc.jp/w
p-
content/uploads/2023/
04/koukai_230413_06.p
df 

7 厚労省子どもの
権利擁護に関す
るワーキングチ
ーム 

2021 子どもへのフィードバック（開催
日：2021 年 12 月 23 日）いただい
たご意見まとめ 

https://www.mhlw.go

.jp/content/0009008

94.pdf 

8 厚労省子どもの
権利擁護に関す
るワーキングチ
ーム 

2021 子どもの権利擁護に関するワーキン
グチーム とりまとめ 

https://www.mhlw.go
.jp/content/11907000
/000785665.pdf 

9 厚労省子どもの
権利擁護に関す

2021 とりまとめ（参考１）子どもの権利
擁護の枠組み 

https://www.mhlw.go
.jp/content/11907000
/000785667.pdf 
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るワーキングチ
ーム 

10 三菱 UFJ リサー
チ&コンサルテ
ィング 

2021 「子どもの意見表明を中心とした 
子ども の権利擁護に関する調査研
究報告書」令 和 2 年度子ども・子
育て支援推進調査研究事業 

https://www.murc.jp/w
p-
content/uploads/2021/
04/koukai_210426_9.pd
f 

11 セーブ・ザ・チ
ルドレン 

2021 子どもの体やこころを傷つける罰の
ない社会を目指して 

https://www.savechildr
en.or.jp/news/publicati
ons/download/php_rep
ort202103.pdf 

12 三菱 UFJ リサー
チ&コンサルテ
ィング 

2020 「アドボケイト制度の構築に関する
調査研究報告書」令和元年度子ど
も・子育て支援推進調査研究事業 

https://www.murc.jp/w
p-
content/uploads/2020/
04/koukai_200427_7_1.
pdf 

13 厚生労働省 2020 子どもの権利擁護に関するワーキン
グチーム（2020 年~2021 年） 

https://www.mhlw.go.j
p/stf/shingi/other-
kodomo_554389_00015.
html 

14 セーブ・ザ・チ
ルドレン 

2020 たたくのはやめて！子どもに対する
体罰を禁止するために：よくある質
問集＜子どもと若者のみなさんへ＞ 

https://www.savechildr
en.or.jp/news/publicati
ons/download/php_faq
_2020_children.pdf 

15 セーブ・ザ・チ
ルドレン 

2020 学校における体罰を禁止するため
に：よくある質問集 

https://www.savechildr
en.or.jp/news/publicati
ons/download/php_faq
_2020_school.pdf 

16 三菱 UFJ リサー
チ&コンサルテ
ィング 

2019 「子どもの権利擁護に新たに取り組
む自治体にとって参考となるガイド
ラインに関する調査研究報告書」平
成 30 年度子ども・子育て支援推進
調査研究事業 

https://www.murc.jp/w
p-
content/uploads/2019/
04/koukai_190426_13.p
df 

17 ＡＲＣ平野裕二
の子どもの権
利・国際情報サ
イト 

2019 子どもの権利委員会の総括所見日本
語訳（国別 1993 年~） 

https://w.atwiki.jp/chil
drights/pages/41.html 

18 ＡＲＣ平野裕二
の子どもの権
利・国際情報サ
イト 

2019 国連・子どもの権利委員会の一般的
意見／一般的討議勧告（2001 年
~） 

https://w.atwiki.jp/chil
drights/pages/32.html 

19 セーブ・ザ・チ
ルドレン 

2019 3 万人アンケートから見る子どもの
権利に関する意識 

https://www.savechildr
en.or.jp/news/publicati
ons/download/kodomo
nokenri_sassi.pdf 
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20 セーブ・ザ・チ
ルドレン 

2019 子どものすこやかな育ちのために https://www.savechildr
en.or.jp/news/publicati
ons/download/sukoyak
anasodachi.pdf 

21 セーブ・ザ・チ
ルドレン 

2019 たたかない、怒鳴らない ポジティ
ブな子育て 

https://www.savechildr
en.or.jp/news/publicati
ons/download/positive
kosodate.pdf 

22 セーブ・ザ・チ
ルドレン 

2018 子どもの体やこころを傷つける罰の
ない社会を目指して 

https://www.savechildr
en.or.jp/jpnem/jpn/pdf
/php_report201802.pdf 

23 セーブ・ザ・チ
ルドレン 

2018 報告書 シンポジウム  子どもに対
する体罰等の禁止に向けて 子ども
をたたかない、怒鳴らない社会を目
指して 

https://www.savechildr
en.or.jp/jpnem/jpn/pdf
/php_report201805.pdf 

24 セーブ・ザ・チ
ルドレン 

2017 子どもに対するあらゆる体罰を禁止
するために よくある質問集 

https://www.savechildr
en.or.jp/news/publicati
ons/download/php_faq
_2019_general.pdf 

25 セーブ・ザ・チ
ルドレン・スウ
ェーデンと国際
組織のグローバ
ル・イニシアチ
ブ 

2010 子どもに対する体罰を終わらせるた
めの手引き 

https://www.savechildr
en.or.jp/work/protectio
n/ECP_Manual.pdf 

26 セーブ・ザ・チ
ルドレン 

2009 子どもに対する暴力のない社会を目
指して体罰を禁止したスウェーデン
35 年のあゆみ 

https://www.savechildr
en.or.jp/scjcms/dat/im
g/blog/1713/14129214
60115.pdf 

27 国連（外務省
HP） 

1989 児童の権利に関する条約（子どもの
権利条約） 
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